
















し てロシアのブリヤ ー ト共和国である。 こ の他モンゴル国フブスグ ー ル
(kobtigtil)県に も数少ないが、 シャマンがいるといわれている。 本論では、
古くから「伝統的」であると考えられてきた白 方 シ ャ マ ン(caGan Jug­
unboge)と黒方シャマン(qar-a Jug-unboge)に加えて黄方 のシャマン(sir-a
Jug-unboge)がおり、 あわせて三種類のシャマンがいるとされている、 中国内
モンゴル東部のホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズム の問題を主に扱
うことにする。




していた土地である。 今日ではその末裔たちをホルチン ・ モンゴル人という。 モンゴル語の
意味として、「ホル」とは弓矢をいれる器具のことで、〈ホルチン〉といえば、 弓矢を専門に










にある。 さらに文化大革命の影響や科学合理主義的思想の普及というダメ ー ジ
も受けた。 しかしこの地においては、 現在、 シャマニズムが現代文明と共存す
る形で復活している。 これに関して、 著者は2004年から2006年のあいだ、 3回







いまのホルチン地方のモンゴル ・ シャマンたちはよく、 自分は黒方シャマン
だ、 あるいは自分は白方シャマンだと主張する。 しかし彼らの行う各種シャマ
ン儀礼や祭祀などの様子から窺い知ることができるのは、 現在のホルチン地方









Bao long'MongGol Shamanism- un UngGeregsen Ba Odo-Qorcin-nu Bidal'内 蒙 古人 民出版社
2011と包龍「内蒙古師範大学学報」2013年1期を参照されたい。
3 この地域は、 1947年の秋に、 八路軍（現在の人民解放軍）の支配下に入ることによって、




そシャマニズムの特質であると定義した［エリアー デ， 1974, 6]。 脱魂とはト
ランス中のシャマンの霊魂がその肉体を離脱して、 天界上昇しあるいは下降し
て地下界に行き神々や精霊たちと交流を行い、 情報を得るということである。
しかし1950年代後半にハ ー パ(E.B.Harper)によって、 憑依型重視説が提出
される[Harper, 1957, 263.]。 さらに1970年代では、 ルイス(Lewes)によって





いる。 佐々木宏幹は 『シャー マニズムの人類学』の中で、 ルイスの定義を参考




こうした動向に対してモンゴル ・ シャマニズムの研究状況を見ると、 何とし
ても最初に挙げられるのは、 ロシアに居住するブリヤ ー ト ・ モンゴル人のドル




中国内モンゴルを対象とした研究では、 ボン大学教授のW ・ ハイシッヒが
1940年代ころ極東の内モンゴルに来てモンゴル ・ シャマニズムの資料を集め、
その後『モンゴルの宗教』を著した［ハイシッヒ， 1998]。20世紀50年代以後
モンゴル国でのシャマニズム研究も大きな成果を得た。 その例としてはS ・ バ
ドマハダンなどの研究を挙げることができる[S ・ バドマハダン， 2011]。
モンゴル国で最近出版されたものの中で体系的な研究は、 0 ・ フルブの 『モ
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ンドン(qondtin)と呼び、 助産を行う女性シャマンのことをオドガン ・ ボ ー
と言い、 整骨を行うシャマンのことをヤスベリヤチ ・ ボ ー(yasu bari 
y aci boge)と呼ぶなど専門によって分けて呼んでいる。 また専門はなく、
祭祀や病気治療、 占いなどが総合的にできるボーもいる。




④ 惟襲か非世襲かによって、 オドムイン ・ ボー(odtim-unboge)とトー ム
ル ・ ボ (ーtoGomal boge)の二種類に分けることができる。 オドムイン ・ ボー








ボー (boge)というモンゴル語は、 シャマン全体を指す総称である。 ホルチ
ンでは、 一般的にシャマンの職種名の後ろに「ボー 」が付くものと付かないも
のの二種類がある。 ここでは後ろに「ボー 」が付く、 狭義のシャマンのことを




マンのことを「ヤスベラチ ・ ボ ー 」と呼び、 女性の恋愛の不適切から罹る精神
的病い「アンダイ病」(andai)の治療に携わるシャマンは「アンダイ ・ ボ ー 」
(andai boge)と呼ばれ、 また助産師シャマンのことを「デムチ ・ ボー」(demci
boge)と呼んでいる。 この他に、 占いや悪祓いなども、 合わせて出来るシャマ
ンもいれば、 占いや悪霊祓いしか出来ないシャマンもいる。 女性シャマンのこ
とを「イトガン ・ ボ ー 」と呼ぶが、 これはシャマンに限らず女性であればすべ
て「イトガン ・ ボ ー 」と呼べるのである。
非世襲シャマンのことを「トームル ・ ボ ー」ともいう。 何かの神霊に憑かれ




マンとなった人のことを「トームル ・ ボ ー 」という。「トームル ・ ボ ー 」は祭
祀を担当することができないため、 病気治療や悪払いなどをするのが一般的で
ある。 このトームルのことを「バ ー リ ・ ボ ー 」と言う人もいるが、 これは差別






るとされる。 彼らは祭天、 祭雷、 そしてジャチ (jayaGaci)祭祀（ジャチとい
う牧畜の神を祭る祭祀）などの重大な祭祀を担当する力を持つとされるシャマ






こうしたホンドンを務めたのであろう［小沢重男， 1997]。 しかしその後、 北




て民族の多様化が進み、 また、 グロ ー バル化などによって、 集団社会が崩壊し、
家族単位での生活が中心になるにつれ、 ホンドンの社会的地位が徐々に失われ
たと考えられる。
ホンドン包仙（没）とホンドン ・ ロ ー レ(Loorei, 没）の前世シャマンは、
雷や雨を呼ぶ技術を持っていたと言われている[Qiirelsa, 1998 , 397]。 ホンド
ンは、 世襲であることもその特徴である。 一族またはその家系ごとに、 世代を
超えてその地位が継承され、 祭祀を担当してきた。 祭祀の担当はホンドンの重
要な仕事であるとされている。
エリアー デは、 北アジア、 中央アジアにおける最も古典的シャマニズムは脱
魂型であるという［エリアー デ， 1974, 6]。 筆者は2004年の現地調査でホンド
ンと自称するシャマンR氏と出会った。 この北アジアに住む最も伝統的なモ














ト仏教の仏である「ダムチン ・ チョイジョン」(damcin coijung) をオングド（神
霊）として迎え、 チベット仏教の経文を読む場合もある。 ライチンは、 一般的







ン寺院に由来する」 という[Nima, 1999, 221]。 本来ホルチン方言でもライチ

























上述したホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマンの類別と呼称、 そして現
在の状況などを便宜的に以下（表1)のようにまとめた。
表1
三シャマンの状況 動物神霊ホンドン ボ ー ライチン グルタム を持つ新種シ ャマン
漢族の宗教信仰 受けていな やや受けて やや受けて やや受けて 強く受けて
の影響 し‘ いる いる いる いる
伝統・非伝統 伝統的 伝統的 非伝統的 非伝統的 非伝統的
チベット仏教の 受けていな やや受けて 強く受けて 強く受けて 受けている
影響 し‘ いる いる いる
現在状況 分からない いる 似たような 似たような いる
ものはいる ものはいる
主な仕事 天祭 ・祭祀 ・治病 ・治病 ・治病
ジャチ祭な ・治病 ・悪祓い • 悪祓い • 悪祓い
・悪祓い • 占い • 占い • 占い
• 占い
世襲・非世襲 世襲 世襲と非世 世襲と非世 非世襲 世襲と非枇
襲を含む 襲を含む 襲を含む
黒方・白方 黒方と白方 黒方と白方 黄方 黄方 非伝統方
脱魂・憑依 基本的に脱 憑依と脱魂 憑依 憑依 憑依
魂
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4. 黒方シャマン ・ 白方シャマン ・ 黄方シャマンの状況と研究




のようにホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマンは、 すべて黒方シャマン ・














ヤ ー トのシャマンが善神に拝むか悪神に拝むかという点で二つ のグルー プに分
かれるという。
「白いシャマン」（サガーニー ・ ブ ー ）は善神を拝み人間に決して悪事を
はたらくことなく、 反対に人間に幸福と祝福をもたらすような神々に祈
ることによって人間を助ける。 一方「黒いシャマン」（カライン ・ ブ）
は人間に災悪のみをもたらし悪霊に祈って、 専ら悪神のみ、 つ まり東の
テンゲリ、 東の諸候、 オリホン島の主、 エルレン ・ カン（黒い馬の主）
に供物を捧げる[Agapitov, N.N and Khangalov, M.N, 1883, 44]。
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ウノ ・ ハルヴァは、 アガピトフとハンガロフの記録に基づき、 シベリアまた
はアルタイ諸族にもこうして白方シャマンと黒方シャマンに分ける場合がある






た、 明らかに後代の世界観の影響を受けている。 この問題を、 様々な比較
材料を用い、 より大きな背景のもとで吟味してみると、 ブリヤ ー ト人の場
合、 ほかならぬ黒方シャマンのほうがむしろ、 我々がラップについて知っ
ているような、 最も本源的なシャマンを代表していたように思えるのであ
る［ウノ ・ ハルヴァ， 1971, 435-436]。
島村は、 ブリヤ ー トの白方シャマンと黒方シャマンの近現代における変化に
ついて以下のようにまとめている。
現代のモンゴル ・ ブリヤ ー トもシャマンに「白」「黒」の区別が存在する
点で他の地域に比べて特徴的である。 ただし、 十九世紀のシャマンに関す
る記録に現れる白＝善、 黒＝悪、 あるいは白＝貴族、 黒＝庶民といった善
悪二元論や封建社会による機能分化とは異なる。 また、 白シャマンは仏教
と融合したシャマンとして認識されているが、 単なる仏教シャマンではな




以上は、 ロシアやモンゴル国におけるブリヤ ー ト ・ エスニックのシャマニズ
ムを対象にした研究情報である。 この中で、 島村の研究は、 ポスト社会主義後
のモンゴル ・ ブリヤ ー トの専門研究であるが、 アガピトフとハンガロフの記録
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大地や水の神々を「大人しい」 ・ 「狂猛」 と分けて考えるシャマンたちが、「狂
猛」 すべてを「黒のテンゲル（天）」(qara Tegri)たちとみて信仰した。
… （中略） …シャマニズムの「黒テンゲルたち」 は、 人々をすべての危険




方シャマンとなった。 黒方シャマンは、 部族、 氏族社会において、 その部
族や氏族の黒テンゲルや黒スルダン(sulden旗印のようなもの） を祭った
…（中略） … 国家を作った後は、 軍の旗印となる黒スルダンを祭った
[O.Furbu, 2006, 12]。
モンゴル ・ シャマニズムの勇敢さの代表となり、 厳格なルー ルを守ってい
く黒方シャマンと対照的に宗教の慈悲深さを示した白方シャマンたちがい
る。 … （中略） …白方シャマンは、 大人しい神々を信仰し、 西方に向かっ
て祈る[O.Furbu, 2006, 12]。
モンゴル ・ シャマニズムは、 チベット仏教の伝播を阻止しようと抗争した
ができず、 逆に自らが変容をせまられ、 元来の白方 ・ 黒方を含む普くシャ
4 元来ブリヤ ー ド人はシベリアのバイガル湖周辺地域に居住してきた。16世紀にシベリア進
出した、 ロシア人と抗争した結果、 ロシア帝国の支配下に入った。17世紀後半以後モンゴル
系諸集団のほとんどが、 清朝に帰属したに対してブリヤ ー ドは、 ロシアに帰属した。 その後、
ロシア人入植者によって、 ブリヤ ー ド人居住地域の牧草地が収奪され続けた。 そしてロシア
革命によって、 この地域が戦争の舞台となったため、 一部のブリヤ ー ド人がモンゴル国の東
方省あたり、 もう一部が今の中国内モンゴル自治区ハイラルあたりに移住し、 離散民族と
なった。 ロシアでは、 20世紀30年代までは、 ブリヤ ー ド・ モンゴルと称していたが、 その後
モンゴルという字が消された。


















調査し、 記録を残している。 これによると、 シャマンになる際に、 各々が黒方、
白方の何れかをどのように選択するかについて、 以下のプロセスがあるという。
シャマンが九つの障害（イスン ・ ダバーyisun dabaG-a) 6を通り抜けるとこ
6 ダバー ・ ダブホとは、 一人前のシャマンになるための成巫儀礼であり、 幾つかの障害を、
儀礼を受けるシャマンが、 乗り越える過程である。 この儀礼は乗り越えるダバー（障害物）
の数によって、 シャマンの能力が決められる。 ダバー（障害物） の数は多くて九つを超えて
はならない。 ホルチンでは一般的に、 九つをすべて通ったイスン ・ ダバン ・ ボー 或いは二つ
を通ったホー ス ・ ダバン ・ ボー がいる。 この他、 三つ、 七つを乗り越える場合もある。 ここ
で基本的に行われていた二つのダバーと九つのダバーの障害物を列挙すると以下の通りであ
る。 二つのダバーの場合は、 九つのダバー に入る障害物の中の刃物のダバーと鋤のダバーを
選んで二つのダバーとする。 1. 刃物のダバー （イルイン ・ ダバー）：草きり用の長い刀の
刃を上向きにして、 梯子にひもで結び、 その上を歩き渡る。 このとき刀の数は九であるとさ
れるが、 それより少ない場合もある。 2. 鋤のダバー（ホシュン ・ ダバー）：九つの鋤起こ
し用の鋤を、 真っ赤になるまで火に入れる。 そしてこの鋤の上を裸足で踏む。 3. シフハの
ダバー （シブハイン ・ ダバー）：シフハと呼ばれる3mぐらいある二つの柳の棒が準備される。
その両端を2人のシャマンが持ち、 様々な持ち方をしながらシフハの間を潜る（九回繰り返
す）。 4. 槍のダバー （ジダイン ・ ダバー）：九つの槍の先を上向きに固定し、 その上を踏み
渡る。 5. 針のダバー（シュルグルイン ・ ダバー）：針をフェルト（羊毛で作られた ・ ゲル

























して、 ホルチンのガンジュルジャブ ・ シャマン(Ganjorjab boge)は、「東
くダバー（ショルゴルイン ・ ダバー）：木で円形の輪を作り、 その輪の中に三つの刀を内向
きに固定し、 その輪の中を潜る（九回繰り返す） 7. 火のダバー（ガルイン ・ ダバー）：九
カ所に火を焚いて、それを裸足で踏みながら渡る。8. 鉄ごてのダバー（イルルイン ・ ダバー）








を守ってきた宗教的職能者である。 白方と黒方の区分は、 モンゴル ・ シャ





五つの方向を五色、 五行になぞらえて言う習俗がある。 東の方向を青、 木
の域（黒と解釈することもできる）、 北の方向を黒、 水の域、 西の方向を白、
金の域、 南の方向を赤，火の域、 中央を黄、 土の域と区分する。 そして東
の四十四の天神7の名前を、 黒の域として名づけたものは多く、 同じく西
の五十五の天神を白の域として名づけたものが多い[Qiirelsa, 1998 , 222]。







172]。 また、 このように、 ものごとの善悪を 「白」「黒」で分けるのは、 モン
ゴル人だけの習俗ではない。 例えば日本語でも 「ブラック企業」「やみ市場」「白
黒をはっきりさせよう」などの言葉があり、 こうした言葉は同じく中国語やモ





ているようである。 しかしながら、このこととモンゴル ・ シャマンの「白」、「黒」
の起源を直接的に結びつけることは難しいようである。












1578年モンゴル ・ トメト部のアラタン ・ ハ ー ンがチベット仏教ゲルク派の僧
侶ソ ー ナムギャムツォと会い、 彼を〈ダライラマ〉と奉じた上、 チベット仏教






























宝（仏・経文・ ラマ僧）をシャマンのド ー ダルガ（祈祷詩）に入れて罵倒した。
これはモンゴルのフブスク ー ルあたりの世襲シャマンが何代にも渡り行ってい
たという。 3、 一般的チベット仏教では罪とされることをラマ僧たちに故意に
8 ネイチトイン(1557-1653)はトルゴット ・ モンゴルのアヨ ー シ ・ハンの叔父メルゲンテ




という伝説はホルチンの各地にある。 色音「色音、 2002·83頁」によると、 ホブグテはホル
チン ・ シャマンの先祖とみなされ、 チンギスハー ン時代のホルチ（黙児赤）シャマンの末裔
だと考えられているという。
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させるか、 もしくはそのようなことをしたという噂を作る。 4、 シャマンがラ
マ僧に庶民の自由な生活を宣伝し、 その方向へ誘う。 例えば狩りに誘ったり、
商売に誘ったり、 男女関係の話題に誘うなどのラマ僧がやってはいけないこと
を唆すことである。 その、 仏教の経文などの聖なるものを、 シャマニズムでは
汚いとみる下着や靴などと一緒にするなどであったという[O.Furbu, 2006, 
44-47]。
今日においても我々の耳に、 宗教衝突と武力闘争のニュ ー スは、 侮日のよう
に入ってくる。 こうした中、 衝突や闘争に追い込まれた人々は、 お互い相手側
を非道徳で残酷に見せかけるような宣伝を行うこともしばしばである。 歴史上
のチベット仏教とモンゴル ・ シャマニズムの相克もこのようにお互いの良いイ
メ ー ジを払拭し、 悪のイメ ー ジをアップさせようという努力によるものである
と考えられる。
このチベット仏教とモンゴル ・ シャマニズムの相克の歴史をみても、 チベッ
ト仏教は、 当時モンゴルの上流階級の支持と外国（当時の中華帝国明王朝）の
支援を受けた。 さらに清朝時代は、 国の政策としてチベット仏教のモンゴル伝











5. ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズムの黒方シャマン ・ 白方シャ
マン ・ 黄方シャマンの変容











こうして復活したモンゴル ・ シャマニズムについて、 社会主義革命によって
断たれる（モンゴル国では約70年間、 中国内モンゴルでは約40年間）より前の
シャマニズムの変容に基づいて、 ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズ
ムの類別の変化を筆者の調査資料と他の研究者の資料とを合わせて考察したい。
2004年 9月12、 13、 の2日間は、 庫倫旗茫汗(Manghan)ソム(Som)の芭
汗にて、 シャマンN氏を訪問し、 19日と20日は、 ハルゴ(Hargii)・ ソムのソ
ブロガタイ(SobruGtai)村でシャマンR氏を訪ねた。
N氏は当時41歳、 再婚して3年目、 シャマンになってからまだ1年ぐらいだ
という。 当時、 彼はまだ修行中だった。 N氏は前述したグルタムのように、 チ













































s 氏は世襲シャマンで、 自分の先代のシャマンたちの名前も覚えている。 ト




本調査でシャマン T 氏の家に住み込みでシャマン修業を行っていた、 弟子の T
氏への調壺を行うこともできた。 弟子シャマン T 氏自身が自らの病気を治療
する修業の様子をみせてもらった。 当時 T 氏は長年悩まされた病気が、 よう
やくシャマンになれば治ると診断され、 シャマンになろうと頑張っていた時期
であった。 女性シャマン T 氏に弟子入りしてまだ四ヶ月だという。 女性シャ














たという。 その後彼は、 原因不明の病気を患い、 病院通いはしたが治らず、 悩
まされた末シャマンに相談したところ、 先祖たるシャマンのオングドが、 彼を
選んでシャマンになることを促していることによる病気だと告げられたため、
上述したシャマン S 氏に弟子入りし、 シャマンになったという。 彼も自分は
黒方シャマンだと言っている。
2001年 JY 氏は、 シャマン OL 氏に弟子入りしようとしたが、 JY のオング
ドは腱（イタチ）だったため、 シャマン OL に断られたという。 そして
2002年 JY 氏は、 オングドが夢で信託された通り、 シャマン DG 氏に弟子
入りしようとしたが、 DG は、 修行中であることを理由に又も断ったとい
゜
、つ
2006年の冬 JY が、 再び病気の発作を起こしたため、 シャマン S 氏（この
シャマンは上述した S 氏）に弟子入りし、 修行したところ、 半年も成ら
ないうちに、 新たに狐（キツネ）のオングドも入ってきたという。 この狐














ンゴル ・ シャマニズムの伝統的且つ一般的な見解とは、 異なるのである。
シャマンS氏は、 世襲シャマン且つ伝統シャマンであるが、 もともとはラ
マ僧がおこなう治療儀礼であったグリム治療をアレンジして、S氏本人の治療

























別の枠組みとの間に相違点が生じる。 この中で、 伝統的且つ懺襲シャマンの S
氏、 女性シャマン T 氏、 C 氏の場合、 お互い師弟関係にあるため、 本人たち
が言う白方や黒方とは別に儀礼におけるやり方が、 基本的に同じことがその特
徴といえる。








ただシャマン JY 氏のような、 モンゴル ・ シャマニズムと融合した新しいシャ
マンが登場した背景には、 モンゴル地方にモンゴル人の何倍もの漢人が流入し
たことによって、 モンゴル人自身が漠族の信仰や宗教に影響されたということ































以上をまとめると、 ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマン各種の中で、
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On changes in Mongolian shaman typology 
The transformation of Modern Shamanism in Qorcin region -―
Bao long 
Shamanism, Mongolian traditional religion, is being revived recently among 
Mongolian population of Tong Liaocity area (Eastern part of Inner Mongolia). 
Religious culture of Modern Qorcin, being a mixture of Shamanism, Tibetan 
Buddhism, Confucianism and Taoism brought about by Han Chinese, is extremely 
hard to understand. The Shamanism, typical for this region, in spite of being exclusive 
was nevertheless fusing with Tibetan Buddhism, thus, for many hundreds of years it 
was gradually declining. Besides, it was damaged by China's cultural revolution and 
promulgation of Rationalistic thought. At the same time, in this region, nowadays 
Shamanism is coming back to life, coexisting with modern civilization. 
The author of this article has made field trips to make a research on Qorcin 
shamans 3 times from 2004 until 2006. The field studies were continued from 2009 
until 2016 with many informants. 
In this article, the author is endevoured to compare this reviving syncretic 
shamanism, which came to life with the beginning of Chinese economic reform in 
the late 1980s and has absorbed many elements from Tibetan Buddhism and Han 
Chinese folk religion, with the "historical Shamanism". 
Nowadays, many Qorcin region Mongolian shamans label themselves either 
"black shamans"(qara Jug- unboge)or "white shamans"(caGan Jug-unboge) etc. 
However, judging from the rituals they perform, modern "black shamans", "white 
shamans", "yellow shamans"(Sira Jug- unboge)and such are not the same types of 
shaman that used to exist before Communist revolution. 
There arises a question: What typology is actually used for classifying modern 
Mongolian shamans? The author thinks that it might be appropriate to say that 
nowadays the very framework of "black shamans" or "white shamans" interpretations 
is going through significant changes. This article is an attempt to explain these 
changes in the interpretation of traditional terms. 
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